
できることには限りがある

いろいろなことにお金がかかるの

はわかったけど、やっぱりわたしの

小学校を一番にきれいにしてほしい

なー。

みんなそう思ってるかもしれないね。で

も、そんなわけにはいかないんだよ。使

えるお金には限りがあるからね。

すずねちゃんには兄弟はいる？

うん。お兄ちゃんがいるよ。今中学校

に通っているの。

お兄ちゃんとすずねちゃん、2人に使え

るお金が1ヶ月に1万円あるとしようか。

その中で洋服や学校で必要なもの、全

部そろえなきゃいけないとしたら、どう思

う？

えぇ、1万円とか大きすぎてよくわか

らないな。でもそれだけあるならかわ

いいお洋服がほしい！
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内訳

市税

諸収入

市債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

計

みんなが自分勝手にやってほしいこ

とを言ったら、やらなくちゃいけないこ

とができなくなるかもしれないもんね。

ぼくたちの学校は問題なく使えるか

ら、他のことを先にしなくちゃいけない

ね。

そんなこと絶対思わないよ！お兄

ちゃんのお洋服を早く買ってあげなく

ちゃ。

そうだよね。そんな風にどんなことが大

切だったり、急いでしなくちゃいけないこと

かを考えてお金を使っていくのは、家庭で

も市でも変わらないんだ。

他のことを全然考えなくてもいいなら、

そんな風に好きなことにお金を使えるよ

ね。でも文房具をそろえたり、授業に必

要なものを買ったりするほうが大切だと

思わない？

あと…、たとえばお兄ちゃんの身長が

急にのびて服が入らなくなったり、とても

古くてやぶれそうだったり、転んでや

ぶってしまったりしたら、自分の服の方

が先にほしいとは思わないよね。
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借金はよく考えて

松阪市が借りる借金は、悪いもの

じゃないんでしょ？じゃあ、もっと借

りちゃえばいいじゃない。

いやいや、きちんと理由がある借金っ

てだけで、借りたものは返さなきゃいけな

いんだ。たくさん借りたら返すのもそれだ

け大変だよ？

でも決められたお金の中でしかいろ

んなことができないって、すごくキュー

クツだよ。

うーん。でも返すお金が多いのもきゅう

くつだと思うな。

しょうたろう君はおこづかい1ヶ月にど

れくらいもらってる？

最近1000円にしてもらったよ。でも、

1000円じゃ好きなことなんかできやし

ないよ。
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内訳

市税

諸収入

市債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

計

うーん月に100円ずつなら返せると思う

な。どうしても困ったら貯金箱に少しはた

めてるし。

じゃあ、しょうたろう君が2000円の図鑑

を買うときに、自分で500円出して、1500

円はお母さんに借りたとしよう。それで、

次の月から100円ずつお母さんに返す予

定なんだ。

毎月1000円の中から100円ずつ返さな

きゃいけないから、次の月から使えるお

金は900円になっちゃうよね。

でも、次の月もその次の月も借りて、毎

月300円返すことになったら？他のことに

使えるお金がすごく減っちゃうよね。

松阪市の借金の返済は今のところ支

出全体の1割くらいで収まっているけど、

どんどん借金をしたら2割、3割になっ

ちゃうかもしれない。ちゃんと返せるよう

に、ほかのことができるように考えて借り

ないといけないんだよ。

公平に負担するためにする借金なの

に、借りすぎちゃうと私たちが大人に

なったときの方がしんどくなっちゃうって

ことだよね。それはいやだなぁ。

26



市のお金の使い方が決まるまで

すごくたくさんのことをしていて、で

も、いくらでもお金が使えるわけじゃな

いって大変だね。

どうやってお金の使い方を決めている

の？

どういうことをしなくちゃいけなくって、ど

んなことをするべきかは、それぞれの仕

事をしている人が一番知ってるよね。だ

から、まずは【課】っていう職場の集まりで

意見をまとめて、提出するんだよ。

でも、みんなが好き勝手これがした

いって言ったら、お金が足りなくなっちゃ

うよね。そんなことにはならないの？

その通りだね。だから、提出されたもの

がするべきことなのか、今しなくちゃいけ

ないことなのかを確かめる作業をして、

松阪市としての意見をまとめるんだ。そ

れを市長が確かめたり、議会で話し合っ

たりもするんだよ。

1年間のお金の使い方が決まるまでは

次のページで見てみよう。
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内訳

市税

諸収入

市債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

計

市役所では、これまでお話したとおりいろいろな仕事をして

います。また、その仕事にはたくさんのお金がかかります。

みんながバラバラに考えていると、市全体としてどれだけの

ことをしようとしているのか、どれくらいのお金がかかるのか

わかりません。

そこで、お金の使い方を決めるときには収入の見込みや

どのような仕事をどれだけのお金をかけてしたいか、しなけれ

ばならないかを書いたものを全ての課が提出します。

それぞれの仕事をしている課から希望・必要を伝える（要求）

提出された希望などを見て、お金の使い方を調整している人

たちがその内容を確認します。税金を払っている市民に対して

きちんと説明できる内容か、今しなければならないことなのか

質問します。内容によっては希望よりお金を削ったり、重要だ

と思われることについてはもっとお金をかけるようにしよう、と

決まることもあります。

その中でも大切な仕事や、まったく新しい仕事をしようとする

ときには市長もいっしょに内容を確認します。

確かめる（ヒアリング）

内容を確認する作業が終わったら、それを1冊の

【予算書（よさんしょ）】にまとめる作業をします。

どのような収入がある予定で、どんな仕事をする

予定かが書かれているもので、この予算書にのって

いないお金の使い方は、基本的にはできません。

（のっていないことについて使ってよいか、許可を

別にとる必要があります。）

予算書にまとまったものを市長が見て、これで

良いと認めれば次は最後のステップです。

まとめる（予算書にする、査定）

予算書を市長が市議会に提出し、話し合われます。Bitmap 

Bitmap お金の使い方は市役所の人や市長がまとめただけではだめ

で、基本的には使う前に議会で認められる必要があります。

市民から選ばれた議員が認め、可決をえることで、はじめて

お金を使って仕事をしていくことができます。

4月1日からお金を使う必要があるため、ここまでを前の年度

中、12月頃から3月までに行っています。

議会で決定する（可決をえる）
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